
 

（登録日から登録の通知を受けるまでの間の取扱い） 

【答】  

ご質問の場合、登録日から登録の通知を受けるまでの間の取引について、相手方に交付した

請求書は、登録番号、税率ごとに区分した消費税額等の記載がなく適格請求書の記載事項を満

たしていません。 

この場合、通知を受けた後、登録番号や税率ごとに区分した消費税額等を記載し、適格請求

書の記載事項を満たした請求書を改めて相手方に交付する必要がありますが、通知を受けた後

に登録番号などの適格請求書の記載事項として不足する事項を相手方に書面等（注）で通知する

ことで、既に交付した請求書と合わせて適格請求書の記載事項を満たすことができます（基通

１－７－３）。 

なお、小売業等の不特定かつ多数の者に対して事業を行う場合には、事前に適格請求書の交

付が遅れる旨を伝えたうえで、事業者のホームページ等において登録番号を掲示するなどによ

り対応することとして差し支えありません。詳細は、問37《小売店を経営する新設法人におけ

る登録の通知を受けるまでの間の適格簡易請求書の交付方法》をご参照ください。 

（注） 既に交付した書類との相互の関連が明確であり、書面等の交付を受ける事業者が適格

請求書の記載事項を適正に認識できるものに限ります。 

 

（参考） 現時点における登録申請書を提出してから登録通知までに要する期間については、

「インボイス制度特設サイト」に掲載していますのでご確認ください。 

 

 

 

 

  

問 36 適格請求書発行事業者の登録を受けた事業者に対しては、その旨が書面等で通知されるそ

うですが、登録日から通知を受けるまでの間の取引については、既に請求書（区分記載請求

書等の記載事項である「税率ごとに合計した課税資産の譲渡等の税込価額」を記載しており、

「税率ごとに区分した消費税額等」の記載はありません。）を交付しています。改めて、適格

請求書の記載事項を満たした書類を交付しなければいけませんか。【令和５年 10月改訂】 

「インボイス制度特設サイト」 

（適格請求書発行事業者の登録通知時期の目安について） 

https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/pdf/kensu_kikan.pdf

